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研究要旨

　2009年、サイエンス誌に米国慢性疲労患者ではレトロウイルスXMRVが101名中67名に
見出されると発表され、現在、世界各国では感染防止の観点からCFSの既往のあるものか
らの献血を中止している。そこで、日本においても輸血の安全性の確保の観点から緊急に
XMRV問題に対処する必要が生じ、CFS患者100名における血清中の抗体と、末梢血単核球
におけるXMRV DNAを解析した。その結果、CFS患者と健常者の陽性率には有意な差はな
く、XMRV DNAは認めなかった（平成22年度第3回血液事業部会運営委員会）。

Ａ．研究目的
　 昨 年 よ り 米 国 で 問 題 に な っ て き たCFSと
XMRV感染症との関係を日本においても明らか
にするため、以下の検討を行った。

Ｂ．研究方法
対象：
　大阪市立大学医学部疲労クリニカルセンター
に通院中のCFS患者100名 （木谷研究班CFS診断
基準、CDCのCFS診断基準を満たす患者）

方法： 
１�．抗体検査：XMRVのウイルス粒子（タンパ

ク質）を抗原として、検体中の抗体の有無を
イムノブロッティング法により解析した。 

２�．DNA検査：末梢血単核球からDNAを抽出し、
XMRV DNAの有無をgenomic-PCR法により解
析した。 

３�．上記解析は、京都大学ウイルス研究所の2カ
所の研究部門（宮沢先生、小柳先生）、大阪府

赤十字血液センター研究部（古田先生）の3カ
所に血液検体を送付して実施した。 

Ｃ．研究結果
１�．CFS患者においてXMRVのGagカプシド蛋白

に対する抗体が100例中2名に認められたが（陽
性率 2.0％）、健常者500名の陽性率1.6％と比
較して有意な差は認めなかった。また、その
他のウイルス蛋白に対する抗体は認められな
かった。 

２�．XMRV DNAについては、上記PCR解析で陽
性例は認めなかった。 

Ｄ．考察
　XMRVは2006年に米国前立腺がん患者から発
見された新しいレトロウイルスであり、ガンマ
レトロウイルス（gammaretrovirus）に属してい
る。
　2009年、サイエンス誌に米国慢性疲労患者で
はレトロウイルスXMRVが101名中67名に見出さ
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れると発表され、現在、世界各国では感染防止
の観点からCFSの既往のあるものからの献血を
中止している。そこで、日本においても輸血の
安全性の確保の観点から緊急にXMRV問題に対
処する必要が生じ、CFS患者100名における血清
中の抗体と、末梢血単核球におけるXMRV DNA
を解析した。
　その結果、幸いなことに日本においてはCFS
患者と健常者における血液中の抗体陽性率には
有意な差はみとめられず、XMRV DNAは検出さ
れなかった。したがって、現時点ではXMRV感
染症が日本におけるCFS発病の原因である可能
性は低いと思われる。
　しかし、今回用いた検査法の感度を高めると
検出される可能性も否定できないため、引き続
き調査研究を行う必要があると考えている。

Ｅ．結論
　現時点の調査結果からは、日本においてのCFS
とXMRV感染症との関係は認めなかった。

Ｆ．健康危険情報
　特になし

Ｇ．研究発表
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